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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
6
年
が
ス
タ

ー
ト
し
、
私
た
ち
第
17
期
の
編
集

委
員
も
、
残
す
と
こ
ろ
半
年
と
な

り
ま
し
た
。

 

令
和
元
年
の
東
日
本
台
風
の
記
憶

も
消
え
ぬ
間
に
、
昨
年
9
月
に
発

生
し
た
台
風
13
号
の
線
状
降
水
帯

は
、
住
宅
の
み
な
ら
ず
水
稲
や
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
等
も
含
め

大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　異
常
気
象
は
誰
に
も
予
想
で
き

ま
せ
ん
。
現
在
も
燃
料
や
肥
料
の

高
騰
が
続
い
て
お
り
、
昨
年
は

『
高
温
障
害
に
よ
る
、
県
内
一
等

米
比
率
大
幅
下
落
』
と
い
う
記
事

も
拝
見
し
ま
し
た
。
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
状
況
で
あ

り
ま
す
が
、
少
し
で

も
良
く
な
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。
今
年
も

編
集
委
員
一
丸
と
な

っ
て
、
情
報
の
提
供

を
行
っ
て
参
り
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　いわき市中央卸売市場及びいわき市
公設地方卸売市場は、青果部と水産物
部が昭和52年９月、花き部が昭和62年
12月に業務を開始し、開設から46周年
を迎えました。
　毎年、新年の最初のせり日には、い
わき市長はじめ多数の関係者が出席し、
恒例の初市式が開かれます。
　初市式では縁起物として、野菜や果
物の宝船が展示され、来場者の目を和
ませています。
　野菜の宝船は紅白のカブやブロッコリ
ー、ホウレンソウなど、果物ではミカン
やリンゴなど、各産地の商品で豪華に
飾り付けされた
宝船が並びます。
　来場者には投
げ餅等が振舞わ
れ賑わいます。
　　　　　

トピックストピックス

編
集
後
記

編
集
後
記

生田目祥明副委員長蛭田元起委員長 ・
志 賀 　 幸 ・ 田 子 耕 一 岡 村 泰 典・

新 妻 信 夫菅 野 　 綾 ・

（
撮
影
・
執
筆

　蛭
田
元
起
）

　山
田
ふ
れ
あ
い
農
園

（
澤
田
忠
雄
代
表
）
は
、

平
成
27
年
東
日
本
大
震

災
に
係
る
被
災
者
の
交

流
事
業
（
ふ
れ
あ
い
農

業
体
験
）
と
し
て
福
島
県

共
同
募
金
会
か
ら
助
成

を
受
け
、
山
田
町
井
上

地
区
の
休
耕
地
を
借
り

て
開
園
し
ま
し
た
。

　い
わ
き
市
社
会
福
祉

協
議
会
勿
来
地
区
協
議

会
・
勿
来
地
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会
・
山
田

ふ
れ
あ
い
福
祉
の
会
の
３
者
が
事
業
主
体
で
す
。

　会
員
を
募
集
し
、
「
収
穫
祭
を
楽
し
も
う
」
と
手
探

り
で
野
菜
作
り
を
始
め
た
の
で
す
が
、
近
隣
の
農
家
の

方
々
や
地
域
の
応
援
も
あ
っ
て
充
実
し
た
実
り
の
秋
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　収
穫
祭
に
は
会
員
の
ほ
か
に
南
台
双
葉
町
仮
設
住
宅

居
住
者
、
な
こ
そ
授
産
所
、
磐
城
農
業
高
等
学
校
、
子

育
て
サ
ロ
ン
、
福
島
銀
行
植
田
支
店
か
ら
の
参
加
も
。

山
田
公
民
館
の
協
力
も
あ
っ
て
約
１
５
０
名
で
盛
大
な

収
穫
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
継
続
希
望
の
声
が
多
数
あ
が
り
、
単

年
度
事
業
だ
か
ら
ど
う
し
た
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
台
湾
友
好
基
金
か
ら
の
助
成
に
よ
り
継
続
が
可

能
に
な
っ
て
今
日
に
至
り
、
今
年
は
節
目
の
開
園
　
年

目
に
な
り
ま
す
。

　近
年
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
会
員
募
集
は
し
な
い
で
係
員

で
農
園
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
秋
の
収
穫
祭

の
時
に
は
参
加
者
を
募
集
し
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

※
「
山
田
ふ
れ
あ
い
福
祉
の
会
」
は
、
平
成
8
年
に
山
田

　町
を
中
心
に
地
域
の
福
祉
の
問
題
に
つ
い
て
共
に
考
え
、

　助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
、
高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

　る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
ボ
ラ

　ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
会
員
６０
名
。

（
執
筆
・
岡
村
泰
典
）

　2
0
2
4
年
、
初
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　皆
様
に
は
、
心
新
た
に
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　年
々
進
む
地
球
温
暖
化
に
よ

る
異
常
気
象
は
農
業
に
も
多
く

の
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　昨
年
の
台
風
13
号
に
よ
る
豪

雨
に
よ
り
、
田
畑
、
施
設
な
ど

多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
か

ら
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
は
、
我
々
第
17
期
農
業

委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
最
終
年
度
、
残
任
6
ヵ

月
と
な
り
ま
す
。

　昨
年
４
月
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

が
法
定
化
さ
れ
、
市
町
村
に
お

い
て
は
「
地
域
計
画
」
を
策
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本

会
は
、
市
が
策
定
す
る
地
域
計

画
に
備
え
付
け
る
「
目
標
地

図
」
の
素
案
の
作
成
を
担
っ
て

お
り
、
市
、
い
わ
き
農
林
事
務

所
、
農
地
中
間
管
理
機
構
等
の

関
係
機
関
と
連
携
し
て
市
内
各

地
域
で
「
集
落
話
し
合
い
」
を

昼
夜
・
土
日
を
問
わ
ず
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　各
地
域
を
熟
知
し
て
い
る
推

進
委
員
・
農
業
委
員
が
旗
振
り

役
と
な
る
重
要
性
を
自
覚
し
て

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
一

層
厳
し
く
、
肥
料
、
農
薬
、
燃

料
、
農
機
具
等
の
価
格
高
騰
に

加
え
夏
の
猛
暑
に
よ
る
高
温
障

害
で
の
品
質
低
下
な
ど
で
収
入

減
の
中
、
下
落
が
続
い
た
米
価

が
約
1
割
ア
ッ
プ
し
先
行
き
に

光
明
が
射
し
た
の
が
唯
一
の
救

い
で
し
た
。

　県
内
の
農
業
事
情
は
、
輸
出

や
新
規
就
農
者
の
増
加
は
評
価

と
期
待
は
し
た
い
が
、
国
の
農

業
政
策
が
相
変
わ
ら
ず
場
当
た

り
な
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　戦
争
に
よ
り
穀
物
の
輸
入
が

滞
り
関
連
食
品
が
異
常
に
上
昇

し
、
価
格
に
敏
感
な
消
費
者
は

食
料
の
重
要
さ
と
国
内
農
産
物

の
必
要
性
を
感
じ
、
逆
に
励
ま

さ
れ
る
な
ど
農
業
者
に
対
す
る

期
待
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　農
地
を
い
か
に
活
か
し
て
守
る

か
、
も
う
個
人
の
問
題
で
は
な
く

集
落
全
体
で
考
え
る
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　残
さ
れ
た
任
期
、
全
力
で
邁

進
致
し
ま
す
の
で
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

いわき市農業委員会

会長 草野庄一

初市式の宝船初市式の宝船

▶野菜の宝船

秋の収穫祭に
150人が参加

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
る
山
田
ふ
れ
あ
い
農
園

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
る
山
田
ふ
れ
あ
い
農
園

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
る
山
田
ふ
れ
あ
い
農
園

命の源となる農業と
食物の大切さを
命の源となる農業と
食物の大切さを

　平１区の農地利用最適化
推進委員である長瀬紘委員

が8月19日にご逝去されました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。

訃報

（撮影・執筆　
　 　　 新妻信夫）

知ろう！学ぼう！つなげよう！知ろう！学ぼう！つなげよう！
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農業委員会ホームページ いわき市HP（https://www.c ity . iwaki . lg . jp）内のキーワード　　　　　　　　　でご覧いただけます農業委員会 検索



農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.58
　農業委員会では、耕作を目的とする

農地情報の収集・提供を行っています。

　売買・貸借等の意向がある

方は、是非ご相談下さい。◆貸したい
◆売りたい

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

いわき市農業委員会だより 第199号（2）2024年（令和６年）1月1日いわき市農業委員会だより（5）第199号 2024年（令和６年）1月1日

◎掲載している農地に関するお問い合わせは、1月4日（木）午前８時30分から受付開始します。

お問い合わせ先　　農地調査係　　☎0246（22）7574

1

2

畑

畑

48.51

6.20

常磐西郷町大仁田　　（4筆）

平中神谷字十二所　　（1筆） 1 畑 3.97泉町下川字大畑　　　（2筆）

お申込み・お問い合わせ先　農政振興係　　☎0246（22）7534

農業者年金で安心で豊かな老後を！農業者年金で安心で豊かな老後を！

〇年間60日以上農業に従事
〇国民年金第１号被保険者　
　※保険料免除者を除く
〇20歳以上65歳未満　
　※60歳以上は国民年金の任意加入被保険者

詳しくは… 農業者年金基金 検索
https://www.nounen.go.jp

令和6年2月1日（木）～令和6年2月29日（木）

令和6年7月8日～令和9年7月7日

『推薦』と『自らの応募』の2通りの応募方法があります。

農業委員 24人
農地利用最適化推進委員 32人

※推薦書、応募書は期間内必着

（担当地区別に定数を設けています）

応募方法の詳細については、「募集要項」をご覧ください。
募集要項は、農業委員会及び各支所の窓口で配布します。
いわき市のホームページ上にも情報を掲載しておりますので、様式等をダウン
ロードし、ご使用いただけます。

主な職務内容主な職務内容

農業委員会の会議に出席し、農地法や
他の法令に基づく農地の権利に係る許
　　　　　　可等に関して、審議、判断
　　　　　　を行います。

※「農地等の利用の最適化」とは、担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新
　規参入の促進を行うための活動です。

現場活動を主に、担当する区域におい
て、※農地等の利用の最適化を推進する
ための活動を行います。

連携して活動します連携して活動します

農林水産部　農政流通課
いわき市平字梅本21（市役所本庁舎４階）
TEL 0246（22）7471

◇農業委員の募集に関すること
農業委員会事務局　農政振興係
いわき市平字堂根町4-8（東分庁舎５階）
TEL 0246（22）7534

◇農地利用最適化推進委員の募集に関すること

農 業 委 員 農地利用最適化推進委員

募 集 期 間

募 集 人 数

任 　 期

応 募 方 法

お
問
い
合
わ
せ
先

　引
き
続
き
農
業
経

営
を
行
う
こ
と
を
条

件
に
、
贈
与
税
や
相

続
税
の
納
税
猶
予
の

適
用
を
受
け
て
い
る

農
地
は
、
農
業
経
営

の
廃
止
や
農
地
以
外

へ
の
転
用
、
耕
作
の

放
棄
な
ど
に
よ
り
、

一
部
例
外
を
除
い
て

納
税
猶
予
が
打
ち
切

ら
れ
、
面
積
に
応
じ

税
額
の
全
部
ま
た
は

一
部
に
利
子
税
を
付
し
て
納
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　農
地
の
納
税
猶
予
制
度
は
、
農
地
の
相
続
等
に

よ
る
農
業
経
営
の
細
分
化
を
防
止
す
る
と
と
も

に
農
業
後
継
者
を
支
援
し
、
農
業
経
営
の
継
続

を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
税
制
上
の
特
例
措

置
で
す
の
で
、
制
度

を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
引
き
続
き
農

地
の
適
正
な
活
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
地
の
納
税
猶
予
を

受
け
て
い
る
方
へ

農
地
の
納
税
猶
予
を

受
け
て
い
る
方
へ

・農業者年金は、農業者だけが加入できる国民年金の上乗せの公的年金です。
・保険料は2万円から6万7千円の範囲で自分で決められます。
・少子高齢時代に強い積立方式・確定拠出型年金です。
・制度発足以降、令和4年度まで21年間の運用利回り平均は、年率2.74％です。
・税制面で大きな優遇措置を受けられます。
　①保険料は全額社会保険料控除対象、②運用益は非課税で年金原資として
　積み上げ、③受給するときは、公的年金等控除対象、④事務経費は国が負
　担し、保険料全額が運用されます。

加
入
要
件

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集農業委員・農地利用最適化推進委員を募集農業委員・農地利用最適化推進委員を募集



▲田植えの説明をする園部さん

▲天日干し中の稲を守る案山子（かかし）たち

今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

いわき市農業委員会だより 第199号（4）2024年（令和６年）1月1日いわき市農業委員会だより（3）第199号 2024年（令和６年）1月1日

　平
下
神
谷
地
区
に
あ
る
草
野
小
学
校
で
は
、
田
を
地
域
住

民
の
方
か
ら
お
借
り
し
、
学
校
田
と
し
て
長
年
米
作
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
も
33
年
目
に
入
る
米
作
り
が

始
ま
り
、
種
ま
き
か
ら
田
植
え
、
そ
し
て
稲
刈
り
作
業
、
学

校
の
恒
例
行
事
「
秋
祭
り
」
で
餅
つ
き
が
行
わ
れ
、
お
雑
煮

な
ど
に
し
て
自
分
た
ち
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　米
作
り
を
体
験
し
た
の
は
同
校
の
5
年
生
で
、
講
師
は
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
冨
岡
正
治
さ
ん
。
冨
岡
さ
ん
は

草
野
小
学
校
の
第
２１
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で
も
あ
り
、
長
年
に
わ

た
り
農
業
体
験
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　田
の
管
理
は
児
童
だ
け
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民

の
協
力
を
得
て
行
い
な
が
ら
稲
は
無
事
に
生
長
し
、
10
月
に

は
期
待
ふ
く
ら
む
収
穫
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
種

ま
き
か
ら
米
作
り
に
関
わ
っ
た
児
童
は
、
調
べ
学
習
を
通
し

て
、
自
分
と
米
と
の
関
わ
り
、
日
本
の
文
化
と
米
と
の
関
わ

り
を
知
り
、
そ
の
重
要

性
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
収
穫
の
喜

び
を
味
わ
う
と
と
も
に
、

稲
作
の
大
変
さ
や
、
そ

れ
に
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
人
へ
の

感
謝
の
念
を
感
じ
て
い

た
様
子
で
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
地
域
に

根
ざ
し
た
行
事
を
、
こ

れ
か
ら
も
大
事
に
つ
な

い
で
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
。

　

瀬
戸
町
・
山
玉
町
を
中
心
に
田
12

　、
畑

0.6

　を
管
理
す
る
園
部
さ
ん
。
兼
業
農
家
と

し
て
毎
年
稲
作
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
農

業
に
専
念
し
地
区
の
里
山
の
景
観
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
、
平
成

28
年
に
前
職
を
早
期
退
職
し
ま
し
た
。

　念
願
の
専
業
農
家
と
な
っ
た
の
ち
、
勿
来

町
窪
田
片
岸
に
消
費
者
と
生
産
者
を
つ
な
ぐ

場
と
し
て
「
農
産
物
直
売
所
そ
の
ふ
ぁ
」
を

オ
ー
プ
ン
。
先
日
開
店
５
周
年
を
迎
え
た
店

内
に
は
、
ご
自
身
や
近
隣
の
農
家
さ
ん
が
育

て
た
新
鮮
な
野
菜
が
並
び
ま
す
。
無
農
薬
・

減
農
薬
で
育
て
ら
れ
た
野
菜
が
多
い
こ
と
も
、

若
者
や
主
婦
か
ら
も
支
持
が
厚
い
理
由
で
す
。

　「
こ
の
直
売
所
が
あ
る
か
ら
、
生
産
者
の

方
に
も
消
費
者
の
方
に
も
自
分
の
想
い
を
直

接
伝
え
ら
れ
る
」
と
、
生
き
生
き
と
し
た
表

情
で
お
店
に
立
た
れ
て
い
た
園
部
さ
ん
の
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　ま
た
、
環
境
保
全
型
農
業
研
究
会
「
農

L
i
m
i
t
」
に
所
属
し
、
現
在
は
９
人
の

仲
間
た
ち
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、

自
然
環
境
に
調
和
し
た
農
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
４
年
に

は
、
団
体
と
し
て
出
場
し
た
福
島

県
環
境
保
全
型
農
業
コ
ン
テ
ス
ト

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
園
部
さ
ん

個
人
と
し
て
は
、
米
・
食
味
分
析

鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
社
会
の
発
展

や
価
値
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。
環
境
に
配
慮
し
た
栽
培
に
こ

だ
わ
る
だ
け
で
な
く
、
味
に
も
こ

だ
わ
る
。
そ
れ
が
園
部
さ
ん
の

モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　田
植
え
や
稲
刈
り
体
験
を
行
う

な
ど
、
次
世
代
へ
の
技
術
の
継
承
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
直
売
所
に
行
か
れ
た
ら
、

ぜ
ひ
園
部
さ
ん
と
農
業
と
自
然
環
境
の
つ
な

が
り
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
新
し
い
視
点
が
生
ま
れ
ま
す
よ
。

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

園部　勝さん（64歳）　瀬戸町

（
撮
影
・
執
筆

　志
賀
幸
）

（
撮
影
・
執
筆

　菅
野
綾
）

そ の べ 　 　 まさる

　去
る
11
月
９
日（
木
）
、
福
島
市
飯
坂
町
の
「
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
」
で
令
和

５
年
度
福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
は
農
業
委
員

16
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
14
名
、
事
務
局
職
員
１
名
の
計
31
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　当
日
は
主
催
者
の
（
一
社
）
福
島
県
農
業
会
議
の
鈴
木
理
代
表
理
事
会
長
か

ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
表
彰
と
福
島
大
学
食
農
学
類
の
原
田
英
美
教
授

や
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学
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よ
る
記
念
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行
わ
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ま
し
た
。
最
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農
業
委

員
会
活
動
強
化
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関
す
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申
し
合
わ
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」
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決
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し
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閉
会
し
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
参
加
者
の
熱
意
に
触
れ
、
農
業
委

員
会
活
動
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
有
意

義
な
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　表
彰
に
つ
い
て
本
会
関
係
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　令
和
５
年
10
月
23
日
（
月
）
、
会
津
若
松
地
方

農
業
委
員
会
連
合
会
に
よ
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行
政
視
察
34
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を

受
入
れ
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農
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委
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か
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一
会

長
、
事
務
局
職
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し
た
。

　本
市
地
域
計
画
の
目
標
地
図
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案
作
成
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取
組

状
況
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テ
ー
マ
に
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事
務
局
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、

質
疑
応
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。
そ
の
後
一
行
は
、
農

事
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合
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菊
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助
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農
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代

表
理
事
助
川
成
光
さ
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か
ら
ト
マ
ト
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培
の
経

緯
や
施
設
概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。 福

島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
参
加
報
告

視
察
研
修
受
け
入
れ

　
　所
有
者
で
あ
っ
て
も
農
業
委
員
会

で
届
出
や
許
可
を
得
る
等
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　農
地
は
食
糧
生
産
の
た
め
の
限
り
あ

る
資
源
な
の
で
、
農
地
以
外
で
の
利
用

が
法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　市
街
化
調
整
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域
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計
画
区

域
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許
可
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し
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受
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域
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。
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※
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ま
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。

　
　一
時
的
に
使
用
す
る
場
合
（
一
時

転
用
）
で
あ
っ
て
も
転
用
手
続
き
が
必

要
で
す
。
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。
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※
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受
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。

QQAA

（
※
）
自
己
所
有
の
農
地
に
そ
の
農
地
の
所

　
　
　有
者
が
使
用
す
る
2
0
0
㎡
未
満
の

　
　
　農
業
用
施
設
を
建
設
す
る
場
合
等

　
　

（
※
）
懲
役
刑
（
３
年
以
下
）
ま
た
は
罰
金

　
　
　刑（
個
人
の
場
合
3
0
0
万
円
以
下
、

　
　
　法
人
の
場
合
１
億
円
以
下
）

QQAA AA

農
地
審
査
係

お
問
い
合
わ
せ
先

☎
0
2
4
6（
2
2
）7
5
7
8

少
し
の
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だ
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　目
的
や
場
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あ
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出
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す
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さ
れ
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。
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受
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受
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？
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す
れ
ば
い
い

で
す
か
？

農地農地農地農地

ha

ha

表彰を受ける本市農業委員会だより編集
委員会の蛭田元起委員長と志賀幸委員10月23日の視察研修受け入れ

　①
全
国
農
業
新
聞
普
及
優
秀
農
業
委
員
会

　（
努
力
賞
）
い
わ
き
市

　②
第
40
回
農
業
委
員
会
情
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル

　
　表
彰
福
島
民
報
社
長
賞
（
農
業
委
員
会

　
　だ
よ
り
第
1
9
4
号
）

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

（
会
津
若
松
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会
）



▲田植えの説明をする園部さん

▲天日干し中の稲を守る案山子（かかし）たち
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の
表
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表
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か
ら
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草
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作
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。
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入
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で
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い
し
く
い
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き
ま
し
た
。

　米
作
り
を
体
験
し
た
の
は
同
校
の
5
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生
で
、
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師
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化
推
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委
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冨
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正
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Ｔ
Ａ
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長
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に
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た
り
農
業
体
験
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　田
の
管
理
は
児
童
だ
け
で
は
な
く
、
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Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民

の
協
力
を
得
て
行
い
な
が
ら
稲
は
無
事
に
生
長
し
、
10
月
に

は
期
待
ふ
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ら
む
収
穫
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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ま
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か
ら
米
作
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に
関
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っ
た
児
童
は
、
調
べ
学
習
を
通
し

て
、
自
分
と
米
と
の
関
わ
り
、
日
本
の
文
化
と
米
と
の
関
わ

り
を
知
り
、
そ
の
重
要

性
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
収
穫
の
喜

び
を
味
わ
う
と
と
も
に
、

稲
作
の
大
変
さ
や
、
そ

れ
に
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
人
へ
の

感
謝
の
念
を
感
じ
て
い

た
様
子
で
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
地
域
に

根
ざ
し
た
行
事
を
、
こ

れ
か
ら
も
大
事
に
つ
な

い
で
ほ
し
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と
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す
。
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の
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景
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と
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園部　勝さん（64歳）　瀬戸町

（
撮
影
・
執
筆

　志
賀
幸
）

（
撮
影
・
執
筆

　菅
野
綾
）

そ の べ 　 　 まさる

　去
る
11
月
９
日（
木
）
、
福
島
市
飯
坂
町
の
「
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
」
で
令
和

５
年
度
福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
は
農
業
委
員

16
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
14
名
、
事
務
局
職
員
１
名
の
計
31
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　当
日
は
主
催
者
の
（
一
社
）
福
島
県
農
業
会
議
の
鈴
木
理
代
表
理
事
会
長
か

ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
表
彰
と
福
島
大
学
食
農
学
類
の
原
田
英
美
教
授

や
そ
の
学
生
ら
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
「
農
業
委

員
会
活
動
強
化
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
」
を
決
議
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
参
加
者
の
熱
意
に
触
れ
、
農
業
委

員
会
活
動
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
有
意

義
な
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　表
彰
に
つ
い
て
本
会
関
係
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　令
和
５
年
10
月
23
日
（
月
）
、
会
津
若
松
地
方

農
業
委
員
会
連
合
会
に
よ
る
行
政
視
察
34
名
を

受
入
れ
、
本
市
農
業
委
員
会
か
ら
草
野
庄
一
会

長
、
事
務
局
職
員
４
名
が
対
応
し
ま
し
た
。

　本
市
地
域
計
画
の
目
標
地
図
素
案
作
成
の
取
組

状
況
を
テ
ー
マ
に
、
事
務
局
職
員
が
講
師
を
務
め
、

質
疑
応
答
で
は
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
一
行
は
、
農

事
組
合
法
人
菊
田
の
郷
助
川
農
園
を
視
察
し
、
代

表
理
事
助
川
成
光
さ
ん
か
ら
ト
マ
ト
栽
培
の
経

緯
や
施
設
概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。 福

島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
参
加
報
告

視
察
研
修
受
け
入
れ

　
　所
有
者
で
あ
っ
て
も
農
業
委
員
会

で
届
出
や
許
可
を
得
る
等
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　農
地
は
食
糧
生
産
の
た
め
の
限
り
あ

る
資
源
な
の
で
、
農
地
以
外
で
の
利
用

が
法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　市
街
化
調
整
区
域
、
都
市
計
画
区

域
外
の
場
合
は
許
可
申
請
書
を
提
出
し
、

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
市
街
化

区
域
の
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

　許
可
が
不
要
な
場
合（
※
）も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
農
業
委
員
会
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　一
時
的
に
使
用
す
る
場
合
（
一
時

転
用
）
で
あ
っ
て
も
転
用
手
続
き
が
必

要
で
す
。
そ
の
場
合
、
使
用
後
は
元
の

農
地
へ
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

QQAA
　
　農
地
所
有
者
や
事
業
者
が
是
正
指

導
や
原
状
回
復
命
令
を
受
け
る
場
合
の

ほ
か
、
罰
則（
※
）が
科
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
許
可
後
に
事
業
計
画

ど
お
り
に
転
用
し
な
か
っ
た
場
合
も
同

様
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

QQAA

（
※
）
自
己
所
有
の
農
地
に
そ
の
農
地
の
所

　
　
　有
者
が
使
用
す
る
2
0
0
㎡
未
満
の

　
　
　農
業
用
施
設
を
建
設
す
る
場
合
等

　
　

（
※
）
懲
役
刑
（
３
年
以
下
）
ま
た
は
罰
金

　
　
　刑（
個
人
の
場
合
3
0
0
万
円
以
下
、

　
　
　法
人
の
場
合
１
億
円
以
下
）

QQAA AA

農
地
審
査
係

お
問
い
合
わ
せ
先

☎
0
2
4
6（
2
2
）7
5
7
8

少
し
の
間
だ
け
な
の
で
す
が
…

　
　目
的
や
場
所
に
よ
っ
て
は
許
可
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
集
団
農

地
の
中
央
部
な
ど
、
他
の
農
地
の
耕
作

に
影
響
が
出
る
箇
所
や
、
農
地
以
外
の

箇
所
を
使
用
す
る
こ
と
で
目
的
が
達
成

さ
れ
る
場
合
は
、
許
可
で
き
ま
せ
ん
。

QQAA

許
可
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で

す
か
？

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
場
合
は

ど
の
よ
う
な
処
分
を
受
け
ま
す
か
？

農地を農地以外
の用途に使用
したいのですが

自
分
の
土
地
な
の
で
、
自
由
に

使
用
し
て
良
い
で
す
よ
ね
？

QQ

ど
の
よ
う
な
手
続
を
す
れ
ば
い
い

で
す
か
？

農地農地農地農地

ha

ha

表彰を受ける本市農業委員会だより編集
委員会の蛭田元起委員長と志賀幸委員10月23日の視察研修受け入れ

　①
全
国
農
業
新
聞
普
及
優
秀
農
業
委
員
会

　（
努
力
賞
）
い
わ
き
市

　②
第
40
回
農
業
委
員
会
情
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル

　
　表
彰
福
島
民
報
社
長
賞
（
農
業
委
員
会

　
　だ
よ
り
第
1
9
4
号
）

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

（
会
津
若
松
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会
）
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　農業委員会では、耕作を目的とする

農地情報の収集・提供を行っています。

　売買・貸借等の意向がある

方は、是非ご相談下さい。◆貸したい
◆売りたい

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

いわき市農業委員会だより 第199号（2）2024年（令和６年）1月1日いわき市農業委員会だより（5）第199号 2024年（令和６年）1月1日

◎掲載している農地に関するお問い合わせは、1月4日（木）午前８時30分から受付開始します。

お問い合わせ先　　農地調査係　　☎0246（22）7574

1

2

畑

畑

48.51

6.20

常磐西郷町大仁田　　（4筆）

平中神谷字十二所　　（1筆） 1 畑 3.97泉町下川字大畑　　　（2筆）

お申込み・お問い合わせ先　農政振興係　　☎0246（22）7534

農業者年金で安心で豊かな老後を！農業者年金で安心で豊かな老後を！

〇年間60日以上農業に従事
〇国民年金第１号被保険者　
　※保険料免除者を除く
〇20歳以上65歳未満　
　※60歳以上は国民年金の任意加入被保険者

詳しくは… 農業者年金基金 検索
https://www.nounen.go.jp

令和6年2月1日（木）～令和6年2月29日（木）

令和6年7月8日～令和9年7月7日

『推薦』と『自らの応募』の2通りの応募方法があります。

農業委員 24人
農地利用最適化推進委員 32人

※推薦書、応募書は期間内必着

（担当地区別に定数を設けています）

応募方法の詳細については、「募集要項」をご覧ください。
募集要項は、農業委員会及び各支所の窓口で配布します。
いわき市のホームページ上にも情報を掲載しておりますので、様式等をダウン
ロードし、ご使用いただけます。

主な職務内容主な職務内容

農業委員会の会議に出席し、農地法や
他の法令に基づく農地の権利に係る許
　　　　　　可等に関して、審議、判断
　　　　　　を行います。

※「農地等の利用の最適化」とは、担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新
　規参入の促進を行うための活動です。

現場活動を主に、担当する区域におい
て、※農地等の利用の最適化を推進する
ための活動を行います。

連携して活動します連携して活動します

農林水産部　農政流通課
いわき市平字梅本21（市役所本庁舎４階）
TEL 0246（22）7471

◇農業委員の募集に関すること
農業委員会事務局　農政振興係
いわき市平字堂根町4-8（東分庁舎５階）
TEL 0246（22）7534

◇農地利用最適化推進委員の募集に関すること

農 業 委 員 農地利用最適化推進委員

募 集 期 間

募 集 人 数

任 　 期

応 募 方 法

お
問
い
合
わ
せ
先

　引
き
続
き
農
業
経

営
を
行
う
こ
と
を
条

件
に
、
贈
与
税
や
相

続
税
の
納
税
猶
予
の

適
用
を
受
け
て
い
る

農
地
は
、
農
業
経
営

の
廃
止
や
農
地
以
外

へ
の
転
用
、
耕
作
の

放
棄
な
ど
に
よ
り
、

一
部
例
外
を
除
い
て

納
税
猶
予
が
打
ち
切

ら
れ
、
面
積
に
応
じ

税
額
の
全
部
ま
た
は

一
部
に
利
子
税
を
付
し
て
納
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　農
地
の
納
税
猶
予
制
度
は
、
農
地
の
相
続
等
に

よ
る
農
業
経
営
の
細
分
化
を
防
止
す
る
と
と
も

に
農
業
後
継
者
を
支
援
し
、
農
業
経
営
の
継
続

を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
税
制
上
の
特
例
措

置
で
す
の
で
、
制
度

を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
引
き
続
き
農

地
の
適
正
な
活
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
地
の
納
税
猶
予
を

受
け
て
い
る
方
へ

農
地
の
納
税
猶
予
を

受
け
て
い
る
方
へ

・農業者年金は、農業者だけが加入できる国民年金の上乗せの公的年金です。
・保険料は2万円から6万7千円の範囲で自分で決められます。
・少子高齢時代に強い積立方式・確定拠出型年金です。
・制度発足以降、令和4年度まで21年間の運用利回り平均は、年率2.74％です。
・税制面で大きな優遇措置を受けられます。
　①保険料は全額社会保険料控除対象、②運用益は非課税で年金原資として
　積み上げ、③受給するときは、公的年金等控除対象、④事務経費は国が負
　担し、保険料全額が運用されます。

加
入
要
件

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集農業委員・農地利用最適化推進委員を募集農業委員・農地利用最適化推進委員を募集



年
頭
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

編 集 委 員

《南部地
区》

　〔小名
浜・勿来・

常磐・

　　遠野
・田人地

区〕

第
40
回
県
農
業
委
員
会

　情
報
誌
コ
ン
ク
�
ル

第
40
回
県
農
業
委
員
会

　情
報
誌
コ
ン
ク
�
ル

✿
福
島
民
報
社
長
賞
受
賞

い
わ
き
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
1
9
4
号
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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
6
年
が
ス
タ

ー
ト
し
、
私
た
ち
第
17
期
の
編
集

委
員
も
、
残
す
と
こ
ろ
半
年
と
な

り
ま
し
た
。

 

令
和
元
年
の
東
日
本
台
風
の
記
憶

も
消
え
ぬ
間
に
、
昨
年
9
月
に
発

生
し
た
台
風
13
号
の
線
状
降
水
帯

は
、
住
宅
の
み
な
ら
ず
水
稲
や
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
等
も
含
め

大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　異
常
気
象
は
誰
に
も
予
想
で
き

ま
せ
ん
。
現
在
も
燃
料
や
肥
料
の

高
騰
が
続
い
て
お
り
、
昨
年
は

『
高
温
障
害
に
よ
る
、
県
内
一
等

米
比
率
大
幅
下
落
』
と
い
う
記
事

も
拝
見
し
ま
し
た
。
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
状
況
で
あ

り
ま
す
が
、
少
し
で

も
良
く
な
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。
今
年
も

編
集
委
員
一
丸
と
な

っ
て
、
情
報
の
提
供

を
行
っ
て
参
り
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　いわき市中央卸売市場及びいわき市
公設地方卸売市場は、青果部と水産物
部が昭和52年９月、花き部が昭和62年
12月に業務を開始し、開設から46周年
を迎えました。
　毎年、新年の最初のせり日には、い
わき市長はじめ多数の関係者が出席し、
恒例の初市式が開かれます。
　初市式では縁起物として、野菜や果
物の宝船が展示され、来場者の目を和
ませています。
　野菜の宝船は紅白のカブやブロッコリ
ー、ホウレンソウなど、果物ではミカン
やリンゴなど、各産地の商品で豪華に
飾り付けされた
宝船が並びます。
　来場者には投
げ餅等が振舞わ
れ賑わいます。
　　　　　

トピックストピックス

編
集
後
記

編
集
後
記

生田目祥明副委員長蛭田元起委員長 ・
志 賀 　 幸 ・ 田 子 耕 一 岡 村 泰 典・

新 妻 信 夫菅 野 　 綾 ・

（
撮
影
・
執
筆

　蛭
田
元
起
）

　山
田
ふ
れ
あ
い
農
園

（
澤
田
忠
雄
代
表
）
は
、

平
成
27
年
東
日
本
大
震

災
に
係
る
被
災
者
の
交

流
事
業
（
ふ
れ
あ
い
農

業
体
験
）
と
し
て
福
島
県

共
同
募
金
会
か
ら
助
成

を
受
け
、
山
田
町
井
上

地
区
の
休
耕
地
を
借
り

て
開
園
し
ま
し
た
。

　い
わ
き
市
社
会
福
祉

協
議
会
勿
来
地
区
協
議

会
・
勿
来
地
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会
・
山
田

ふ
れ
あ
い
福
祉
の
会
の
３
者
が
事
業
主
体
で
す
。

　会
員
を
募
集
し
、
「
収
穫
祭
を
楽
し
も
う
」
と
手
探

り
で
野
菜
作
り
を
始
め
た
の
で
す
が
、
近
隣
の
農
家
の

方
々
や
地
域
の
応
援
も
あ
っ
て
充
実
し
た
実
り
の
秋
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　収
穫
祭
に
は
会
員
の
ほ
か
に
南
台
双
葉
町
仮
設
住
宅

居
住
者
、
な
こ
そ
授
産
所
、
磐
城
農
業
高
等
学
校
、
子

育
て
サ
ロ
ン
、
福
島
銀
行
植
田
支
店
か
ら
の
参
加
も
。

山
田
公
民
館
の
協
力
も
あ
っ
て
約
１
５
０
名
で
盛
大
な

収
穫
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
継
続
希
望
の
声
が
多
数
あ
が
り
、
単

年
度
事
業
だ
か
ら
ど
う
し
た
も
の
か
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
台
湾
友
好
基
金
か
ら
の
助
成
に
よ
り
継
続
が
可

能
に
な
っ
て
今
日
に
至
り
、
今
年
は
節
目
の
開
園
　
年

目
に
な
り
ま
す
。

　近
年
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
会
員
募
集
は
し
な
い
で
係
員

で
農
園
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
秋
の
収
穫
祭

の
時
に
は
参
加
者
を
募
集
し
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

※
「
山
田
ふ
れ
あ
い
福
祉
の
会
」
は
、
平
成
8
年
に
山
田

　町
を
中
心
に
地
域
の
福
祉
の
問
題
に
つ
い
て
共
に
考
え
、

　助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
、
高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

　る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
ボ
ラ

　ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
会
員
６０
名
。

（
執
筆
・
岡
村
泰
典
）

　2
0
2
4
年
、
初
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　皆
様
に
は
、
心
新
た
に
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　年
々
進
む
地
球
温
暖
化
に
よ

る
異
常
気
象
は
農
業
に
も
多
く

の
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　昨
年
の
台
風
13
号
に
よ
る
豪

雨
に
よ
り
、
田
畑
、
施
設
な
ど

多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
か

ら
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
は
、
我
々
第
17
期
農
業

委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
最
終
年
度
、
残
任
6
ヵ

月
と
な
り
ま
す
。

　昨
年
４
月
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

が
法
定
化
さ
れ
、
市
町
村
に
お

い
て
は
「
地
域
計
画
」
を
策
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本

会
は
、
市
が
策
定
す
る
地
域
計

画
に
備
え
付
け
る
「
目
標
地

図
」
の
素
案
の
作
成
を
担
っ
て

お
り
、
市
、
い
わ
き
農
林
事
務

所
、
農
地
中
間
管
理
機
構
等
の

関
係
機
関
と
連
携
し
て
市
内
各

地
域
で
「
集
落
話
し
合
い
」
を

昼
夜
・
土
日
を
問
わ
ず
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　各
地
域
を
熟
知
し
て
い
る
推

進
委
員
・
農
業
委
員
が
旗
振
り

役
と
な
る
重
要
性
を
自
覚
し
て

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
一

層
厳
し
く
、
肥
料
、
農
薬
、
燃

料
、
農
機
具
等
の
価
格
高
騰
に

加
え
夏
の
猛
暑
に
よ
る
高
温
障

害
で
の
品
質
低
下
な
ど
で
収
入

減
の
中
、
下
落
が
続
い
た
米
価

が
約
1
割
ア
ッ
プ
し
先
行
き
に

光
明
が
射
し
た
の
が
唯
一
の
救

い
で
し
た
。

　県
内
の
農
業
事
情
は
、
輸
出

や
新
規
就
農
者
の
増
加
は
評
価

と
期
待
は
し
た
い
が
、
国
の
農

業
政
策
が
相
変
わ
ら
ず
場
当
た

り
な
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　戦
争
に
よ
り
穀
物
の
輸
入
が

滞
り
関
連
食
品
が
異
常
に
上
昇

し
、
価
格
に
敏
感
な
消
費
者
は

食
料
の
重
要
さ
と
国
内
農
産
物

の
必
要
性
を
感
じ
、
逆
に
励
ま

さ
れ
る
な
ど
農
業
者
に
対
す
る

期
待
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　農
地
を
い
か
に
活
か
し
て
守
る

か
、
も
う
個
人
の
問
題
で
は
な
く

集
落
全
体
で
考
え
る
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　残
さ
れ
た
任
期
、
全
力
で
邁

進
致
し
ま
す
の
で
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

いわき市農業委員会

会長 草野庄一

初市式の宝船初市式の宝船

▶野菜の宝船

秋の収穫祭に
150人が参加

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
る
山
田
ふ
れ
あ
い
農
園

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
る
山
田
ふ
れ
あ
い
農
園

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
る
山
田
ふ
れ
あ
い
農
園

命の源となる農業と
食物の大切さを
命の源となる農業と
食物の大切さを

　平１区の農地利用最適化
推進委員である長瀬紘委員

が8月19日にご逝去されました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。

訃報

（撮影・執筆　
　 　　 新妻信夫）

知ろう！学ぼう！つなげよう！知ろう！学ぼう！つなげよう！

10

農業委員会ホームページ いわき市HP（https://www.c ity . iwaki . lg . jp）内のキーワード　　　　　　　　　でご覧いただけます農業委員会 検索


